
大西グループは衣料品卸売として創業以来
87年、商品自動供給システムや店舗の設計・
施工など、お店にまつわるトータルソリュー
ションを提供している。同社は40年以上維
持してきた基幹システムをユニケージ開発
手法で刷新し、2018年1月に汎用機を廃
止した。内製でのレガシーマイグレーション
を実現した同社情報システム部の担当者に、
その効果やポイントを伺った。

業務は
システムの中にある

——今回のレガシーマイグレーションの概要
を教えてください。
阿多：汎用機の高額なシステム維持コストを
削減するためにオープン化したいと考えてい

ました。同時に、COBOL エンジニア3名の
高齢化も課題でした。業務は基幹システムの
中にあるわけですが、オープン系エンジニア
にとって汎用機のシステムはブラックボックス
であり、このままでは業務知識自体が継承で
きないという危機感がありました。社内には
COBOLとオープン系の2つの基幹システム
が存在し、データ連携や機能追加がスムー
ズにできず社内の要望に即応できない状態
だったので、COBOL 基幹システムをユニケー
ジに置き換えた後に既存のオープン系基幹シ
ステムも統合することにしました。
——ユニケージ開発手法を採用した理由を
お聞かせください。
阿多：Hadoop、Oracle ＋ Java、超高速
開発ツールなど、さまざまな技術を比較した

中の1つがユニケージでした。それぞれの技
術での開発・システム維持コストを試算した
ところ、ユニケージ以外の技術では大きなコ
スト削減は見込めませんでした。さらに実デー
タを用いた POC で、COBOL で1時 間 近
くかかっていた処理が10分程度に短縮され
たことが決め手となりました。COBOL から
Java へのマイグレーションの例はよく聞きま
すが、Java はバッチ処理の速度が遅いため
採用しませんでした。

ストレートコンバージョンして
から機能追加

——プロジェクトはどのように進められた
か、具体的に教えてください。
阿多：開発フェーズを6つに分け、汎用機と
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基幹システムのレガシーマイグレーションに成功
人材育成とコスト削減にメリット
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COBOLマイグレーションを通じて若い世代に業務知識が継承されました。



平行稼働させながら徐々にユニケージのシス
テムに置き換えました。第1フェーズでユニ
ケージへの置き換えと同時に機能追加をしよ
うとして検証作業で苦労したので、第2フェー
ズからはストレートコンバージョンに方針を
切り替え、汎用機とユニケージのシステムで
同じ結果になることを確認しながら開発しま
した。一度ユニケージの基盤に置き換えてし
まえば、機能追加や変更はいつでも自在に
行えます。ストレートコンバージョンの後に機
能追加、という一見冗長な方法が結果的に
高品質なものを早く作ることにつながりまし
た。
——ストレートコンバージョンの際、もう使っ
ていないプログラムの整理はしましたか？
棚江：従前の基幹システムを知り尽くしてい
る COBOL エンジニアがその整理を担当し、
使っていないプログラムはできるだけ排除し
ました。90万ステップのうち7 〜 8割が使
われており、中には1970年代に作成された
ものもありました。

COBOL は
「読めさえすればいい」
棚江：体制は、COBOL エンジニア3名＋オー

プン系のエンジニア5名、上海のエンジニア
7名の15名でした。オープン系のエンジニア
にまずユニケージ開発手法の教育講座を受
けてもらい、ユニケージプログラムを書ける
ようになってから、COBOL を読めるように
社内で教育しました。
——若いオープン系エンジニアがスムーズに
COBOLを習得できましたか？
棚江：「COBOL でプログラムを書けるように
なれ」というと、ハードルが上がります。書く
のはユニケージのシェルスクリプトであって、
COBOL は読んで理解さえできればいいので
す。COBOL が読めるようになった結果、以
前は3人の COBOL エンジニアに頼り切って
いた社内からの問い合わせに若手が自ら対応
するようになり、さらに業務の提案ができる
ようになりました。
棚江：技術的には、COBOL の行単位の処
理の考え方を、ユニケージのファイル単位
の処理の考え方に転換するのがポイントで
した。その点でもユニケージを習得してから
COBOL を読めるようになったエンジニアの
方が、考え方の転換が早かったです。

ミドルウェアを徹底的に
なくして移植性の高さを維持

——ドットプリンタの制御などもユニケージ
でされているとうかがいましたが。
阿多：ミドルウェアを使わないことで移植性
を高められるユニケージのシステムですが、
周辺システムのミドルウェアがバージョンアッ
プの影響をうけてしまうと、そのメリットを享
受できません。帳票印刷等も極力ミドルウェ
アを使わないよう工夫しました。
吉見：大量の帳票を高速に印刷する必要が

ありますが、プリンタと帳票が多種類あるの
で、ドライバを探してきては試してみることを
繰り返しました。運用監視ツールもユニケー
ジで開発しましたし、別途内製した POS レ
ジシステムとの連携もユニケージで実現して
います。
——今後の施策についてお聞かせください。
阿多：COBOL 資産をすべてユニケージ化し
て汎用機の利用を終了し、システム維持コス
トは5分の1になりました。現在はオープン
系の基幹システムの統合中です。柔軟なシス
テム基盤ができたので、導入準備中の RFID
やスマホアプリとの連携も行う予定です。
阿多：汎用機のサポート切れを前に、レガシー
マイグレーションをしないといけないがどうす
ればよいかと悩まれている企業は多いと思い
ます。今回培ったノウハウでそのような企業
のご支援もできればと考えています。

ユニケージ開発手法に関するお問い合わせは
有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所

会社名：株式会社大西
所在地：大阪市中央区久太郎町 3-4-12
資本金：1 億円
従業員数（連結）：1,085 名（2018 年 5 月現在）
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【図】COBOLとユニケージの比較
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